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x ≦ −2 とする．このとき，以下の問いに答えなさい．

(a) −1 ≦ t ≦ 1 のとき，関数 f(x) = |x− t| を絶対値のない式で表しなさい．
(b) t に関する積分∫ 1

−1

|x− t| dt

を x の式で表しなさい．
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【答】

(a) f(x) = t− x
(b) −2x

【解答】

(1) x ≦ −2なので，−1 ≦ t ≦ 1のときは，x− t < 0であるから

f(x) = |x− t| = −(x− t) = t − x ……（答）

である．
(2) (a) の結果より∫ 1

−1

|x− t| dt =
∫ 1

−1

(t− x) dt

= −2x

∫ 1

0

dt (∵ 奇関数・偶関数)

= −2x
[
t
]1
0

= −2x ……（答）

である．


